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ラ ッ ト前立腺 におけ る testosterone お よび

estrogen の 効果
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ラ ッ ト卵巣 で の 卵胞成熟 ・排卵 に 伴 う血管増

殖 と bFGF（bnsic　 Fibroblast　Grovth　 Factor＞

の 局 在 に っ い て

平林朋子

大阪大 ・医 ・3 解剖

前立腺肥大症の 発生 にestrogen が重要な役割

を演 じて い る こ とは周知の事実で ある 。 今回

は ラ ッ トを用いtestosterone（T）及びestro −

genの 同時投与で前 立腺過形成モ デル を作成

し、 免疫組織化学的に解析した の で報告する 。

【材料と方法】雄 Wistar　rat を  無処置群、

  去勢後 二 日群、    ＋ Tlmg ／head 群、

    ＋17β一estradi 。1 （E）O．01mg／head群に

分けた 。 解剖前にBrdU瞬間標識 （lhr）を行 い、

前立腺腹葉を摘 出、重量測定 し、  中性緩衝

ホル マ リン 固定パラフ ィ ン切片を用い て BrdU

染色を、  4％PLP固定凍結切片 を用い て 過酸

化脂質還元酵素である glutathione−peroxi−

dase 〔GSH−PO）の 染色を施 した 。

【結果 ・考按】前立腺腹葉重量は  群で 有意

に増加し 、 組織学的 には glandular 　 hyper −

plasiaを呈 した。 更にBrdU陽性細胞率 も有意

に増加 した。

一方、GSH−POは  群で は殆 ど消

失したが 、   及び  群で は染色性が回復な ら

びに増強 された 。 免疫電顕的には  群で 顆粒

様構造内の GSH−POの増量を認めた 。

以上 よ り、 T＋E の協調作用で 前立腺上皮細胞

の 増殖が誘発された結果、BrdU標識率の 増加

及び活発 な膜代謝に伴 う過酸化脂質の増量で

GSH−PO蛋白の発現も増量された と解釈された。

〈 目的 〉 卵巣で は周期的 に 、血 管 の 増殖 を伴

う卵胞 の 成熟 と排卵 を くり返す 。 近 年 、bFGF

（basic　 Fibroblast　 Growth　Factor｝が血 管 の

増殖に 関与 し て い る こ とが報告 さ れ て い る。

今回、排卵 を 誘 発 し た 幼 若 ラ ッ ト 卵巣 で の

bFGF の 局在 の 変化を、光顕 レ ベ ル の 免疫組

織化 学 で 観察 し た 。

＜ 材料 と方法 ＞ 3 週令雌 ラ ッ ト に 、妊 馬血清

ゴ ナ ド ト ロ ピ ン （PMSG ）お よ び ヒ ト絨毛性 ゴ ナ

ド ト ロ ピ ン （hCG）を用 い て 排卵 を誘発 した。

BrUdR（200mg／kg）腹腔内投与約 1 時 間後 、4％

PFAに て 固定 。 凍結切片作成後、抗 bFGF 抗

体 、抗 BrVdR 抗 体 を用 い て 免 疫組 織 化学 を

行 っ た 。

＜ 結 果 と考察 ＞ PMSG投 与 後 24 〜 48 時 間 に

て 、 顆 粒層細胞お よ び卵胞周囲 の 毛 細血管内

皮細胞 に BrUdR が強 く ラ ベ ル され、また毛

細 血管 周辺 の 扁平 な 細胞 に bFGF が 陽性 と な

っ た 。 卵胞 の 発 育 ・排卵 に 伴 う卵胞周囲毛細

血管 の 増殖 に 、bFGF が 何 ら か の 役割 を は た

し て い る と考え ら れ る。　（抗 bFGF 抗体 は、

塩坂 貞夫博士 よ り供与を受け た 。 ）
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